
Mina-Meeting 
南区意見交換会『みなミ～ティング』報告書 

主催：南区連合町内会長連絡協議会・南区役所地域振興課 



 新型コロナウイルス感染症の影響で、各地区がこれまで行ってきた地域活動が思うように

できない今だからこそ、地域のつながりや元気な地域づくりが重要です。 

 そこで、『コロナ禍における自治会町内会活動の状況と今後について』をテーマに、地域

の代表者と区役所がそれぞれの立場で「今、私たちにできること」を考え、新しい生活様式

を踏まえた地域活動の実践について意見交換会を開催しました。 

南区意見交換会『みなミ～ティング』について 

みなミ～ティングを終えて 

 こんにちは。南区連合町内会長連絡協

議会会長の吉井肇でございます。 

 南区では、各地区で長年大切にしてき

たお祭りや地域の親睦を深めるための様 

々な行事が行われています。今年は新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら、こうした行事の中止や延期が余儀な

くされましたが、地域の皆様より「夏祭

りがなくなって残念」「楽しみにしてい

た行事が中止になり寂しい」などのお声

が多く聞かれました。 

 今回の「みなミ～ティング」では、そ

れぞれの地区が今後の地域活動再開に向

け考える良い機会になったと思います。

私も、地域の皆様と知恵を出し合いなが

ら、コロナに負けない、あったかいまち

づくりのために一歩ずつ動き出したいと

思っております。  

 こんにちは。南区長の松山弘子でござ

います。 

 日頃、地域のつながりや交流を大切に

されている皆様にとって新型コロナウイ

ルス感染症により受けた影響は、大変大

きいと思います。しかし、こんな時だか

らこそ、地域の絆でこの難局を乗り越え

ていただきたいと思い、「みなミ～ティ

ング」を開催いたしました。

今回御参加された皆様の、活動再開に

向けた前向きな姿勢や地域への熱い想い

に感銘を受けました。これを機に、南区

の地域活動が少しずつ再開し、さらに地

域のつながりが深まりますよう願ってお

ります。 

 また、区役所としましても地域の皆様

と一緒に、よりよい地域づくりを進めて

まいります。 
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実施概要 

１ 日時 

 （１） 南永田山王台・六ツ川大池・永田みなみ台・北永田地区 

     ９月12日（土）10：30～11：45 

 （２） 太田・太田東部・寿東部地区 

     ９月12日（土）13：30～14：45 

 （３） 六ツ川・本大岡・大岡・別所地区 

     ９月26日（土）13：30～14：45 

 （４） 中村・蒔田・堀ノ内睦町・井土ケ谷・お三の宮地区 

     ９月27日（日）10：30～11：45 

２ 会場 

  区役所７階会議室（701～703会議室） 

３ 対象・参加者数 

  各連合の連長など代表者 １地区につき２～６名（16地区 計62名） 

４   主催 

    南区連合町内会長連絡協議会・南区役所地域振興課 

５   テーマ 

    コロナ禍における自治会町内会活動の状況と今後について 

みなミ～ティングの進め方 

 地区ごとに、地域で取り組んでいる様々な活動の中から、「これから始まりそうな活動」

「すでに始まっている活動」などを１つ選び、ワークシートを用いて、新しい生活様式を踏

まえながら地域活動を進めていくための工夫やアイデア等を出し合いました。また、グルー

プで話し合った内容を発表し、情報共有を行いました。 

 

 ※各地区が選定したテーマについては、グループワークを進める上で取り上げたもので  

 あり、参加者が地域イベントの方針や運営について決定したものではありません。 

 

 

 みなミ～ティングの進行を円滑に進めるため、 

 特定NPO法人夢・コミュニティ・ネットワークの 

 事務局長 時任 和子 氏にお願いしました。 

全体の進行役としてファシリテーターを活用！ 
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みなミ～ティング開催の様子 

グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

活動再開に向けたアイデアや、今後できた

らいいなと思うことを出し合いました！ 

話し合いに使用したワークシート 
 

 

 

 

 

 

 

選んだ活動について、このワークシートを

基に話し合いを進めました！ 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

各地区から発表された取組やアイデアは、

他地区にも参考になったようです♪ 

ファシリテーターからエール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
会の最後に、ファシリテーターから 

エールが贈られました♪ 

参加者（連長）からひとこと 

 

 

 

 

 

 

 

みなミ～ティングの感想や、地域活動への

想いなどをお聞かせいただきました！ 
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グループでの主な発言内容 

南永田山王台地区では、毎年連

合で防災訓練を実施しています。

今年は、コロナ禍で災害が起きた

場合を想定し、新しい生活様式を

踏まえた訓練の導入が必要なので

は、という意見が出ました。 

また、この訓練を地域活動再開の

第一歩と捉え、新型コロナウイル

スに打ち勝っていこう！という声

があがりました。 

 グループワークでは、地区ごとに話し合う活動（テーマ）を選び、コロナ禍での現状や、

取組の結果、今後に向けてのアイデアや工夫などを話し合いました。 

 16地区の発言内容についてまとめました。 

六ツ川大池地区では、毎年連合

で防災訓練を実施しています。今

年は、はまっこトイレの取り扱い

や設備の点検など、人数を絞って

訓練を実施する予定です。 

さらに、今後に向けての防災用品

の見直しや啓発活動ができないか

など様々なアイデアが出されまし

た。 
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永田みなみ台地区では、地域の

交流拠点になるよう、サロンほっ

とサライを開設し、食事の提供な

どを行っています。新型コロナの

感染拡大に伴い、テイクアウトの

実施や、テラス席を設けた運営な

ど、３密を避ける工夫を取り入れ

ています。 

また、一人住まいの高齢者が体調

を崩した際に相談に来てくれるな

ど、ほっとサライが住民の拠り所

として認識されてきているとの意

見がありました。 

北永田地区では、小学校の終業式

に合わせ交通安全キャンペーンを

開催しています。 

今年も、12月末の開催に向けて

感染拡大防止対策を講じながら、

子ども達の安全を守る方法につい

て話し合いました。 
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太田地区では、例年のように多く

の人が集まる地域防災拠点訓練で

はなく、近隣の学校など広い場所

を借りて、地区だけの小規模な防

災訓練を実施してはどうか、と

いった開催方法の工夫についてア

イデアが出されました。 

太田東部地区では、毎年連合で

防災訓練を実施しています。今年

度は、役員で備蓄品の確認などを

行う予定です。 

地域全体で集まることができない

中でも、まずは役員で集まり発災

時の動き方や役割分担について話

し合っておこうとの意見がありま

した。 
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寿東部地区では、毎年秋に南吉

田小学校で地域防災拠点訓練を実

施しています。 

例年、運営委員や役員の方々が多

く参加してくれるため、細かな確

認がなくても滞りなく実施できて

いるが、コロナ禍である今だから

こそ、普段できない確認や、役割

分担をしっかり行い、少人数でも

対応できるようにしておくことが

大切だという意見が出ました。 

六ツ川地区では、毎年多くの方

が楽しみにしているふれあい祭り

を中止しました。 

しかし、コロナ禍においてもどん

な工夫をしたら開催できるか、ど

うしたらみんなが楽しめるかとい

う観点で開催方法を検討し、「で

きない理由をつぶそう」という意

見が出ました。 
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本大岡地区では、毎年秋に連合

主催のみかん狩りを開催していま

す。例年、約400名が参加する

イベントを、今年は３～４町内ご

と開催することで、人数を分散さ

せるなどのアイデアが出されまし

た。 

１回あたりの参加者が減ることに

より、盛り上がりに欠けてしまう

懸念がある一方で、参加者同士の

交流を深めやすくなるといった意

見がありました。 

大岡地区では、毎年秋に健康福

祉まつりを開催しています。地域

の核となるイベントであることか

ら、今年もなんとか開催できるよ

う、会場の変更や感染症対策の徹

底といったアイデアが出されまし

た。 

また、地区の中心にある大岡公園

で開催することにより、今まで参

加されたことのない方の参加も期

待できるのでないか、といった意

見がありました。 
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別所地区では、毎年ふれあい祭

りを開催していますが、今年は中

止となりました。 

そこで、来年の開催に向けて体育

館ではなく、校庭での開催や、時

間差で来場、イベント内容を絞っ

て短時間で開催するといった様々

なアイデアが出されました。 

中村地区では、例年３月に連合

まつりを開催しています。 

毎年、多くの来場者が集まるた

め、３密対策を徹底するにはどの

ような工夫が必要かを話し合い、

様々なアイデアが出されました。 

来年の開催に向けて、住民の方々

の意見を取り入れながら準備を

し、ぜひ成功させたいとの意見が

ありました。 
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蒔田地区では、毎年防災訓練を

実施しますが、防災倉庫の点検や

地域で備蓄している非常食を配る

など、コロナ禍でもできることか

ら実施予定です。 

今後、地区全体でさらに防災意識

を高めていけるよう、「みなみ防

災ガイド」を活用するといった意

見がありました。 

堀ノ内睦町地区では、地域住民

に馴染みのある公園を活用し、映

画観賞会を企画しました。 

数十年前、地域の子どもたちが楽

しみにしていた「紙芝居」や「映

画会」を今だからこそ復活させ、

地域を元気にしていきたいという

意見が出ました。 
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井土ケ谷地区では、公園愛護会

と保育園児が一緒に花の種を植え

る活動を行っています。今後も活

動を継続させるため、密を避ける

方法として、活動日を増やしたり 

入替制にすることで、参加者を分

散させるなどのアイデアが出され

ました。 

お三の宮地区では、毎年老人会

が中心となりクリスマス会を開催

しています。 

今年は密を避けるために、広い会

場に変更してはどうか、という意

見が出ました。また、会場を広く

することによってプラスできるプ

ログラム、逆に例年通りできない

ことをよく考えながら開催に向け

て準備しよう、という意見があり

ました。 
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アンケート結果 

 参加者62名を対象にアンケートを実施し、61名から回答をいただきました。 

（回答率98.4％）結果は、次のとおりです。 

 Q１ みなミ～ティングに参加し、地域の魅力を再確認できたか 

 Q２ みなミ～ティングに参加し、新しい生活様式を取り入れたヒントは得られたか 

12



 Q３ みなミ～ティングに参加し、今後コロナ禍でも地域活動を進めていけそうか 

 Q４ ファシリテーターを入れた会議は、話しやすかったか 

 Q５ 複数の地区が集まった話し合いについて、どう思ったか 
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 Q６ パソコンやスマートフォンなどを使った顔の見える会話や会議などを、普段の 

         自治会町内会活動などに取り入れてみたいと思うか  

 参加者からの声（一部抜粋） 

・コロナ禍では、従来の活動パターンが通用しませんので、多くの人た

ちの知恵と力を集めて新しい方向が見つけられたらと思います。 

・他地区のアイデアや活動内容を知る事ができ参考になりました。コロ

ナの問題だけでなく、災害やサロン活動の方法も考えていきたいです。 

・「話すこと」は大切だということを認識しました。 

・他の連合とも話し合いができるとよかったです。 

ファシリテーター（時任和子氏）からひとこと 

 みなミ～ティングでは、活発な意見交換ならびに進行にご協力いただき、ありがとうござ

いました。地域性や状況・取組は様々ですが、目指すところは同じで、地域の人が安心して

暮らせる豊かな地域づくり。 

 グループワークでの「コロナには絶対負けない」「地区の屋台骨のイベントだから、なん

としてもやる」など、地区の個性を大切にしながら、今後どうしていくかを真剣に考える発

言に、胸が熱くなりました。 

 「新しい生活様式」のなか、新しい考え方、これまでと違うやり方も生まれています。こ

の会をきっかけに、地元での検討が深まり、さらに地域づくり、つながりづくりが進むこと

を応援しています。みんなで、もうひと踏ん張り！ 
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発行：令和２年11月 

担当：南区地域振興課地域力推進担当 




